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弘
前
藩
庁
日
記
の｢

国
日
記｣
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
一
月
十
日
条
で
、
弘

前
藩
第
八
代
藩
主
津
軽
信
明
は
、「
一
、
冬
至
中
、
死
刑
は
勿
論
、
都
而
之
凶
事
向

御
用
御
取
扱
、
以
来
御
斟
酌
可
被
成
旨
、
今
日
被
仰
出
之
、」
と
、
旧
暦
十
一
月
の

冬
至
の
最
中
の
、
死
刑
な
ど
の
す
べ
て
の
執
行
や
審
理
な
ど
を
、
事
実
上
、
と
ど
め

る
こ
と
を
言
明
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
、「
冬
至
中
」
に
死
刑
な
ど
の
執
行
や
審
理

を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
を
ま
っ
た
く
説
明
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
寛
政

三
年
（
一
七
九
一
）
の
死
後
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
の
疑
問
が
出
さ
れ
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
に
は
奉
行
達
が
藩
庁
に
そ
の
回
答
を
求
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
冬
至
」
と
は
冬
至
の
瞬
間
を
含
む
冬
至
日
だ
け
で
な
く
、
こ
の
日
か
ら
、

次
の
節
気
の
小
寒
前
日
ま
で
の
期
間
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。

　

法
制
史
の
研
究
で
は
も
っ
と
も
昼
（
陽
）
が
短
く
、
夜
（
陰
）
が
長
い
状
態
か
ら

の
逆
転
が
始
ま
る｢

一
陽
来
復｣

、
新
た
な
生
の
芽
生
え
の
時
と
い
う
考
え
か
ら
冬

至
が
避
け
ら
れ
、
死
刑
執
行
は
秋
冬
の
期
間
に
行
う
も
の
と
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
し
、
天
明
四
年
十
一
月
と
い
う
時
点
を
考
え
る
と
、
信
明
は
同
年
八
月
に
初
め

て
の
入
部
以
来
、
民
心
の
掌
握
と
共
に
、
天
明
飢
饉
直
後
、
な
お
天
候
不
順
で
飢
餓

へ
の
恐
怖
が
お
さ
ま
ら
な
い
状
況
で
、
凶
作
に
結
び
つ
く｢

天
気
不
正
（
不
勝
）｣

と
な
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
回
避
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
弘
前
藩
の
実
際
の
死

〔
講
演
要
旨
〕

『
自
然
と
政
治
のim

balance
 

―｢

天
気
不
正｣

と
「
死
刑
除
日
」
―
』

浪
川　

健
治

刑
執
行
の
期
間
は
、｢

農
事
之
最
中｣

、
つ
ま
り
春
分
の
播
種
か
ら
年
貢
が
収
納
（「
当

秋
村
納
後｣

）
さ
れ
る
ま
で
を
避
け
て
い
る
。

　

死
刑
執
行
は
、
陽
気
を
妨
げ
、
天
候
悪
化
＝
「
天
気
不
正
（
不
勝
）」
を
招
く
。

そ
の
結
果
、
稲
は
成
長
し
実
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
、
凶
作
と
な
る
こ
と
が
社
会
通
念

と
し
て
確
立
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
生
育
に
か
か
わ
ら
な
い
冬
期
の
み
が
執
行
期

間
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
一
陽
来
復
」
と
い
う
考
え
が
先
な
の
で

は
な
く
、「
天
気
不
正
（
不
勝
）」
を
招
来
さ
せ
な
い
こ
と
の
延
長
に
「
死
刑
除
日
」

と
し
て
の
冬
至
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
信
明
は
豊
穣
を
も
た
ら
す
自
然
の
順

調
な
運
行
を
保
障
す
る
た
め
に
冬
至
に
死
刑
を
執
行
す
る
こ
と
を
除
い
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
に
は
い
る
と
、
法
の
執
行
は
農
業
経
営
の
あ
り
方

と
労
働
力
編
成
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
農
閑
期
の
手
間
稼
ぎ

と
し
て
の
松
前
挊
の
越
年
・
長
期
化
で
あ
る
。
寛
政
期
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）

の
弘
前
藩
の
農
村
で
は
、
在
方
商
業
が
展
開
し
た
の
に
加
え
、
天
明
飢
饉
に
よ
る
人

口
激
減
を
承
け
て
農
業
労
働
力
が
払
底
し
、｢

仮
子｣

と
呼
ば
れ
る
農
業
奉
公
人
の

給
金
は
高
騰
↓
雇
用
す
る
重
立
層
の
経
営
は
圧
迫
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
状
況
下
で
、

松
前
挊
に
よ
る
労
働
力
の
蝦
夷
地
へ
の
さ
ら
な
る
移
動
は
恒
常
化
し
、
結
果
と
し
て

地
主
手
作
経
営
は
圧
迫
・
縮
小
化
し
て
い
っ
た
。
労
働
力
の
移
動
が
、
農
村
構
造
の

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
労
働
力
移
動
は
、
弘
前
領
か
ら
の
一
方
的
な

労
働
力
の
流
出
で
は
な
い
。
松
前
挊
に
よ
る
労
働
力
の
流
出
が
も
た
ら
す
農
業
労
働

者
の
賃
銭
の
高
騰
、
そ
れ
に
よ
る
領
外
か
ら
の
労
働
力
の
流
入
、
ま
た
弘
前
領
を
経

由
し
て
の
旅
人
の
増
大
な
ど
、
多
様
な
人
間
の
移
動
が
展
開
し
た
。 ｢

国
日
記｣

寛

政
六
年
（
一
七
九
四
）
閏
十
一
月
九
日
条
の｢

四
奉
行
申
出｣

で
は｢

流
浪
之
者
多
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相
成
、
御
国
政
之
害
ニ
相
成｣

る
と
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は｢

国
日
記｣

文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
十
二
月
十
日
条
に｢

三
奉
行
申
出｣

で
の
村
方
で
の｢

農
事
差
障
ニ

相
成｣
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
く
る
。

　

 ｢

国
日
記｣
寛
政
六
年
閏
十
一
月
九
日
条
の｢

四
奉
行
申
出｣

は
、
軽
罪
に
対
す

る
量
刑
は｢

追
放｣
で
あ
り
、
さ
ら
に
重
罪
な
ら
ば

刑
の
上
、｢

追
放｣ 

↓
居
村

を
放
逐
さ
れ｢

流
浪
之
者
多
相
成
、
御
国
政
之
害
ニ
相
成｣

る
た
め
、
罪
に
よ
っ
て

居
村
に
止
め
が
た
い
者
は
追
放
と
し
、
そ
の
ま
ま
居
住
さ
せ
て
も
構
わ
な
い
者
は

刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
あ
っ
て
も｢
居
村
徘
徊｣

を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に｢

国
日
記｣

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
二
月
十
日
条
の｢

三
奉
行
申
出｣

で
は
、｢

村
方
之
者
共｣

が｢

戸
〆｣

を
科
せ
ら
れ
る
と
農
作
業
は
滞
り
、｢

農
事
之

節
差
障
ニ
相
成｣

る
こ
と
を
危
惧
し
て
、
今
後
は｢
戸
〆｣

と
せ
ず
過
料
銭
の
上
納

で
代
替
し
、
軽
罪
の
場
合
は｢

御
呵｣

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

十
八
世
紀
に
は
冬
至
を
仕
置
除
日
―
死
刑
除
日
と
し
て
政
治
自
ら
が
そ
の
執
行
を

制
約
す
る
こ
と
で
自
然
の
順
調
な
運
行
を
保
障
し
凶
作
を
回
避
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、

自
然
と
政
治
のim

balance

な
関
係
を
政
治
自
ら
が
制
約
す
る
こ
と
で
、balance

の
取
れ
た
自
然
の
順
調
な
運
行
を
保
障
す
る
関
係
に
引
き
戻
そ
う
と
し
た
。
加
え

て
、
十
九
世
紀
に
は
刑
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
で
社
会
と
政
治
のim

balance
な

関
係
を
、
同
じ
く
政
治
の
側
が
自
ら
を
制
約
し
、
農
業
生
産
を
経
営
と
労
働
力
編
成

の
面
か
ら
豊
穣
を
招
来
す
るbalance

の
取
れ
た
関
係
に
引
き
戻
す
こ
と
が
図
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

―
彙　

報
―

◎
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
第
九
四
回
例
会
は
、
左
記
の
通
り
開
催
さ
れ
た
。

報
告
者
・
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
助
教
（
無
給
研
究
職
）・
徳
川
林
政
史
研

究
所
非
常
勤
研
究
員　

萱
場
真
仁
氏
「
近
世
中
期
に
お
け
る
弘
前
藩
林
政
の
展
開

―
宝
暦
・
明
和
・
安
永
期
に
お
け
る
領
内
山
林
を
め
ぐ
る
模
索
―
」

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
九
日 

（
Ｆ
）

　
　

第
145
号
に
て
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
左
記
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

○
36
ペ
ー
ジ
下
段
1
行
目

　
　

（
誤
）
渡
島
半
島

　
　

（
正
）
道
北

　

○
40
ペ
ー
ジ
下
段
5
行
目

　
　

（
誤
）「
多
元
起
源
説
」

　
　

（
正
）
考
え
方


